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ある若手日本語教師の海外派遣前後の意識の変容 









そこで本稿では、海外に 1 年ほど派遣され、現地の NNT と協働した経験を持った若
手日本語教師 X の派遣前後の「NNT との協働」に関する意識の変容を個人別態度構造



















125 か国と 8 地域で実施されており、海外の学習者数は 365 万人で 2006 年調査時の 22.5％




例えば JF の派遣事業を見ると、2010 年度の日本語教師派遣ポストが全体で 141 ポスト
（139 名）あるうち、日本語指導助手が 10 ポスト、「21 世紀東アジア青少年大交流計画
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募資格を見てみると、例えば JF の日本語指導助手は 34 歳未満で教歴は問わないが日本
語教育の基礎的な知識・技能を有していることを条件にしている（国際交流基金 2010b）。
JENESYS の応募資格は 34 歳以下で教歴 1 年以上（ibid）、JICA は 39 歳以下で教歴があ
るほうが望ましい（JICA ボランティア募集窓口 2010）とされ、REX の派遣対象は、教







NT）は約 3 割で、残りの約 7 割は日本語を非母語とする教師（以下、NNT）である。こ



















そこで本研究は、海外に派遣された若手日本語教師 X が、特に NNT と共に働くとい
う点についてどのような意識の変容があったのか、あるいはなかったかという点から派






である（内藤 2002、小澤・丸山 2009）。 
 
2．先行研究 
異文化において NNT と教えた経験を持つ NT についての研究には、鈴木（2006）、古
別府（2009）、片桐他（2010）がある。 
鈴木（2006）は、REX に 1990 年から 2002 年の間に参加して帰国した全 265 名の教師
全員に対して、一斉に質問紙調査を実施したものである。このプログラムで各年度に派
遣される教師は、少なく、例えば 2010 年度の場合、8 名である（文部科学省 2010）、ま


















化における NNT との協働 2 が NT にとってどのような体験であったか、意識の変容にい
かに関与しているかは明らかではない。 


















このように、異文化において NNT と教えた経験を持つ NT に関するこれまでの研究は、





 調査協力者は日本人女性 X で、2008 年の冬から 2009 年の秋にかけての１年弱、A 国 3
の中等教育機関に日本教師として派遣され、現地で X を受け入れた学校の A 人日本語教
師であり、X の倍近い年齢の教師Ｙを TT の相手であるカウンターパートナー（以下、
CP）として勤務した。本研究では PAC 分析法によるインタビューを、派遣前と派遣後
に各１回、合計２回に渡って実施した。具体的な手順は 3.2 節に後述する。 
 本研究で PAC 分析法を活用した理由は、教師のビリーフを個人的エピソードと結びつ
けて把握できること、調査協力者の思考にかなり寄り添うことができること、一方で調
査協力者自身が無意識に持っている意識にも迫る可能性があることなどの利点による。 
 X は、１回目のインタビュー実施時は 20 代前半の大学院修士課程２年生で、海外に約
１年間日本語教師として A 国に派遣される直前であった。X は本調査に先立って別の調
査者が PAC Assist4 を使用する形で実施した PAC 分析インタビューを受けていた。調査
実施時期は 2008 年 12 月で、丸山の研究室において筆者ら 2 名 5 が実施した。調査時間
は約 7 時間で、そのうちインタビューに至るまでの手続きに約 4 時間、インタビューの
部分（3.2 節であげた手続きの（7）から（9）の部分に該当する）は約 3 時間かかった。 
 ２回目のインタビューは、X の帰国直後の 2009 年 12 月で、丸山の研究室において筆
者ら２名 6 が実施した。調査時間は約 8 時間で、そのうちのインタビュー部分は約 3 時
間半であった。 




 今回の調査で X に提示された刺激は 2 回とも同じで、「海外の日本語教師と一緒に働
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くことについて、どのようなことをイメージしますか」というものである。第 1 回目の
インタビューに先立って X と話した際に、X 自身が海外で NNT と共に働くことについ
て強く関心を示していることが判明し、その意識が海外での体験を経てどう変化したか
を見るためにこのような提示刺激を用いることにした。統計処理に使用した分析ソフト
ウェアは、SPSS（バージョン 15）と HALBAU（バージョン 7.2）である 7。 













（5） 連想語間の非類似度を「1 かなり近い」から「7 かなり遠い」の 7 段階で評価
する。（連想語の組み合わせ１組について１回のみ評定する形を取った。） 
（6） 調査者は（5）をもとに作成した非類似度行列 9 をクラスター分析（ウォード法）
にかけ、２種類のデンドログラムを作成する。１つは非類似度行列の数値を平
方距離として扱って SPSS に投入し、作成したもので、もう 1 つは同じ数値を






















（10）(7)～(9)のデータを分析・考察すると共に表 1 のデータを二乗してから SPSS
で階層的クラスター分析をしたり多次元尺度法の ALSCAL や非階層的クラスター




 派遣前のインタビューでは連想語は全部で 16 項目挙げられた。インタビューの冒頭で



























図 1 SPSS で析出されたデンドログラム 
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まず、CL1 の 4 項目を読み上げ、このまとまり全体でどのようなイメージを持つか尋



























最後の CL4 は 4 項目あるが、X はまず「8 相乗効果」が含まれることに戸惑いを覚え、
「相乗効果は自分でもよくわかんない…」「なんとなく、上の方の方側に入るかなって
思ってたんです」と述べた。具体的には「二つ目（筆者注：CL2）の下」に入るように
思ったというのだが、その他の項目には特に違和感がなく、項目 8 を CL2 に組み込むべ
きだという強い意見も出されなかったため、CL4 はこの 4 項目のままでインタビューを




















総括として X は、この時点で、NNT との TT があることを前提として考えており、う















































































































































































































































































拠のところなのかな」と述べた。そして CL2 が CL1 の 29 から 22 間の項目と関連して




























あってもなくても、最終的に帳尻を合わせるのは A 先生だから」というような Y の反応






















































































































したと X 自身も実感しているようである。 
 X の Y 受容の過程は、片桐他（2010）にある NT の適応過程にも合致する部分がある





































































































NNT との協働を前提とする意識などがあったことが、派遣中の X 自身の困難を大きくし
た側面もあり、派遣前研修が派遣中の X の行動や心理にプラスの意味でもマイナスの意
味でも大きく影響を与えていることが感じられる。また、NNT を CP と位置づけるなど
「対等な立場」として捉えるような視点が派遣前研修で与えられていた可能性があるが、
例えば前述のように X が Y に「Y が責任者であるから X に謝る必要はない」と言われ




































2  調査対象者 2 名のうち 1 名のみが NNT を現地での指導教師としていた。 
3  調査協力者の個人情報につながるため派遣予定の国名を A とした。 
4  PAC 分析のための連想語の非類似度評定を簡易にするために土田義郎が開発したソフ
トウェアで、調査協力者はコンピュータに直接連想語を入力し、非類似度評定の作業
も画面上のスケールの上にカーソルを動かして距離を決めるという形をとっている。 
5  インタビューは主として小澤が実施した。 
6  連想語が多かったため、インタビューは 2 回にわけて行われた。前半となる 1 回目は


















13 連想語は X が書き出したままを掲載した。項目 16 内の ALT, ELT はそれぞれ 
“Assistant Language Teacher”、“English Language Teacher”の略である。 
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How a young Japanese teacher changed her attitude through 
experiencing teaching abroad: An analysis of PAC analysis 
interview about collaboration with non-native teachers 
 
Ikumi OZAWA , Chika MARUYAMA 
 
    Recently the number of young Japanese language teachers teaching abroad has increased 
with the expansion of opportunities to teach Japanese language abroad. Although some reports 
point out problems for Japanese native teachers’ collaboration with non-native teachers, they 
have not concretely reported what kind of difficulties the Japanese native teachers have and 
how they overcame their difficulties.  
    This paper analyzes the changes of consciousness towards “the collaboration with 
non-native teachers” of a young Japanese native teacher who experienced teaching Japanese 
abroad for a year by using PAC analysis interview.  It observes that the process of the change 
of the interviewees consciousness, and concretely reports how s/he received and reflected the 
experiences beyond her/his expectation. It also points out elements for overcoming difficulties 
such as awareness of “Judgment stop” and the relationships with the various people s/he met 
during the teaching abroad. 
